
（別紙３）

～ 令和　7　年　12　月　27　日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

～ 令和　7　年　12　月　27　日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・今後も引き続き、更なる連携を深めていきたいと思いま

す。

2
・利用児の保護者で希望があれば、巡回指導の先生からのア

ドバイスが得られるような機会を設けたいです。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・次年度は夏祭りを保護者参加型にする等、年間計画を立て

て保護者が参加できるようにします。

2 ・今後は活動時間の中で、地域交流の場を広げていきます。

3

○事業所名 わくわくキッズ俱楽部

○保護者評価実施期間
令和　7　年　11　月　21　日

○保護者評価有効回答数

令和　7　年　11　月　21　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　8　年　1　月　31　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・随時、希望があれば保護者の見学の受け入れはしている

が、保護者会の開催等はなかった。

・令和６年度に施設見学を兼ねて保護者参観を実施する予定

だったが、職員の異動でできませんでした。

・地域の児童発達センターや地域住民との交流の場が設けら

れていない。

・年間計画の中に地域との交流ができる場の設定がなされて

いなかったです。

・利用児が通う保育園等との連携。

・定期的な関係機関連携を行い、利用児を取り巻く環境や発

達の状態、また保育園や事業所での困りごとをお互いに認識

し合い、その子に必要な支援ができるように取り組んでいま

す。

・医療福祉センターとの連携。

・施設支援一般指導として、専門職（OT・ST・PT）の先生

に巡回指導をしてもらっています。また、そこでの助言等を

利用児が通う保育園等にも伝えることで、子どもの育ちのサ

ポートをしています。

事業所における自己評価総括表公表


